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　ຊ書は、南ए川ྲྀ域࣏水ରࡦՏ川޻事に൐い、山口県防府土໦建ங事຿所からҕୗをडけ、山口県

ひとづくり財団が実ࢪした山口市鋳銭司に所在する東禅寺・黒山遺跡発掘調査の記࿥をまとΊたもの

です。

　調査の݁Ռ、周防鋳銭司に関࿈すると考えられる古代の集落跡等を確認することができ、当地域の

ྺ࢙を஌るうえで貴重な成ՌをおさΊることができました。

　ຊ書が文化財อޢにରするཧղをਂΊ、ڭҭならͼにֶज़ڀݚやڷ土࢙ཧղの資料として޿く活༻

されることを期଴するものであります。

܎いたͩいた関ྗڠ͝・ಋࢦ͝、成にあたり࡞報告書の・ࢪになりましたが、当発掘調査の実ޙ࠷　

֤Ґにରし、ްくおྱਃし্͛ます。

　　平成23年３月

財団法人　山口県ひとづくり財団

ཧ事௕　 ౻　井　ढ़　඙



ྫɹݴ

１　ຊ書は平成22年౓に実ࢪした、東禅寺・黒山遺跡（山口県山口市大字鋳銭司地಺）の発掘調査報

告書である。

̎　調査は財団法人山口県ひとづくり財団が山口県防府土໦建ங事຿所のҕୗをडけて実ࢪした。

（۠޻຿ҕୗ第１ۀ事に൐う調査޻Տ川ࡦ約名ɿ南ए川ྲྀ域࣏水ରܖ）　　

３　調査૊৫は次のとおりである。

　　　調査主体　財団法人山口県ひとづくり財団　山口県埋蔵文化財センター

　　　調査୲当　主೚調査ڀݚһ　　小　南　裕　一

　　　　　　　　文 化 財 ઐ ໳ һ　　石　川　　　彰

　　　　　　　　文 化 財 ઐ ໳ һ　　米　澤　昭　信

　　　　　　　　調　　査　　һ　　山　田　圭　子

̐　調査にあたͬては、山口県ڭҭҕһ会、山口市ڭҭҕһ会、山口県防府土໦建ங事຿所ならͼに

地ݩ関֤܎Ґからྗڠ・ԉॿを得た。

̑　ຊ書のਤ１はࠃ土地ཧӃ発行の̎ສ̑ઍ෼の１地ܗਤʮ小܊ʯʮ୆ಓʯをෳ製࢖༻した。ਤ̎は

山口県防府土໦建ங事຿所ఏڙの地ਤをݩに࡞成した。

６　ຊ書で࢖༻したํҐは、ࠃ土࠲ඪ（世քଌ地ܥ）の北でࣔし、掘立柱建物跡以֎の個別遺構に関

しては磁北でࣔしている。また、ඪߴはւൈߴ౓（̼）である。

̓　ຊ書で࢖༻した土色の色調のද記は、೶ྛ水࢈ল೶ྛ水ٕ࢈ज़会ٞ事຿ہ（؂म）h ৽൛ඪ४土

色஽ʱ.VOTFMM ํ式にΑる。

̔　ਤ൛中の遺構・遺物番号は、実ଌਤの遺構・遺物番号とରԠする。

９　ຊ書で࢖༻した遺構ུ号は、次のとおりである。

　　　̨̗ɿ掘立柱建物　　　　　̨̠ɿ土坑　　　　　　̨̥ɿ柱穴

　　　̨̙ɿ溝状遺構　　　　　　̨̭ɿੑ֨ෆ໌遺構

10　古代銭の成෼෼ੳについては、財団法人ڵݩ寺文化財ڀݚ所にґཔし、ͦの成Ռを෇編としてܝ

。したࡌ

11　ຊ書の࡞成・ࣥචは、小南・石川・米澤・山田がڞಉで行い、編集は小南が行ͬた。
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ᶗɹ遺੻ͷҐஔͱڥ؀

　東禅寺・黒山遺跡は、山口市の鋳銭司地۠にҐ置する遺跡である。鋳銭司地۠は山口࿷にྲྀೖする

ᑼ໺川Տ口一ଳに発ୡした٢南平໺の北東部にあり、西はᑼ໺川をִてて山口市小܊地۠に、北は黒

Տ಺山を中৺とした山口山地をڥとして山口市平川地۠に、東は南ए川্ྲྀの୩中෼水ଳを௨じて防

府市大ಓ地۠に、南はՐϊ山・陶ϲַのあるळึ山地をִてて山口市ळึೋౡ地۠に接している。ຊ

遺跡は、山口山地から南ྲྀする金ໟ川の؛ࠨにҐ置し、ඪ̓ߴ～̼̔のߑ積ஈٰの中ҐஈٰԼҐ面に

、がͬており、平҆前期のւਐ期には、఑ઢが６～̼̓のҐ置にあͬたと考えられていることから޿

遺跡の南ଆに΄΅当時のւ؛ઢは接していたとࢥΘれる。ݱ在、遺跡周ลは水田地ଳとなͬており、

南西部のۙ世ׯ୓地΁とつながͬている。

　ຊ遺跡周ลのੜ活のࠟ跡をݟてΈると、もͬとも古いものとして、縄文時代の遺物が出土する鋳銭

司地۠東部の௕୔池周ลにある௕୔池遺跡がある。௕୔池は（1651）̐҆ܚ年に࡞られた県಺第̎の

たΊ池であるが、ͦの周ลやބఈから縄文土器をはじΊ石᭲・石࡬・石਴など、ଟ਺の遺物や遺構が

発ݟされており、ङྌとともにړ࿑も行Θれていたことがਪ࡯される。ところが、໻ੜ時代から古墳

時代の遺物や遺構の発ݟは著しくগない。

　ಸྑ時代になると、ຊ遺跡のある鋳銭司地۠に西ྡする陶地۠に、須恵器をੜ࢈する大༼ۀ地ଳが

̍ɽ౦ષࣉɾࢁࠇ遺੻　̎ɽ東禅寺・黒山遺跡（Ԭ্ϊ原・ޙ子҇地۠）　３ɽ東禅寺・黒山遺跡（東大ԁ・্ಙ田地۠）
̐ɽ東禅寺・黒山遺跡（Տ原地۠）　̑ɽ周防鋳銭司跡　６ɽ্北田遺跡　̓ɽീέ௶遺跡　̔ɽࠜࢳ遺跡
９ɽԼࠜࢳ遺跡　10ɽ༑ྠ༼跡　11ɽ鋳銭๥遺跡　12ɽ্ׁ遺跡　13ɽҴ෋༼跡　14ɽस໦遺跡　15ɽҏද山遺跡
16ɽۅϲཋ・ඌ口山遺跡　17ɽ࿨西遺跡　18ɽ௷（ұ）༼遺跡　19ɽ໻市原遺跡　20ɽఱਆ原遺跡　21ɽՏ原遺跡
22ɽ௕୔池遺跡　23ɽಓϊ্遺跡　24ɽ༅Տ಺遺跡　25ɽ今॓東遺跡　26ɽ今॓西遺跡　27ɽ鋳銭司大ࡀ遺跡　28� ্௰遺跡

図̍ɹ遺੻ͷҐஔͱपลͷ遺੻
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発ୡする。陶༼跡はಸྑ時代から平҆時代にかけての須恵器の༼跡であり、小܊地۠につながるٰྕ

地に50基以্の༼がଘ在したと考えられ、ʮ陶༼跡ʯはࢦࠃఆ࢙跡となͬている。これは、ٰྕの܏

ࣼ地がొり༼の構ஙにదしていたこと、ߑ積ஈٰのٰྕ地が、陶土として࠷దなྑ質の೪土からܗ成

されていたたΊであると考えられる。また古代の当地域は、ീઍӺがおかれ古代山ཅಓに面し、前ड़

のΑうに఑ઢが山口࿷のԞまで޿がͬていたこともあり、ւ཮ަ௨がともに発ୡしていたこともこの

地に༼ۀが発ୡした要因であるといえる。こうした立地条݅もあͬて、９世紀には周防鋳銭司が成立

する。周防鋳銭司では、ߖேेೋ銭のうちʮ෋ᆹਆሟʯからʮ 大ሟʯまでの̔種ྨを鋳଄しておݩ

り、昭࿨48（1973）年にʮ周防鋳銭司跡ʯとしてࢦࠃఆ࢙跡となͬた。

　周防鋳銭司の北ଆのീϲ௶遺跡、Լࠜࢳ遺跡、ຊ遺跡の南東にある্௰遺跡、鋳銭司大ࡀ遺跡、今

॓西遺跡、またຊ遺跡の平成̓～11・14・20年౓調査でも、古代から中世にかけての掘立柱建物跡や

土坑などの遺構や緑釉陶器、ᆁᆗ、᯿Ӌ口、ಔᕥなどの遺物が出土しており、周防鋳銭司関࿈の遺跡

と考えられている。このことから、ಸྑ時代から平҆時代にかけて、周防鋳銭司跡や陶༼跡などのੜ

設でಇく৬人集団の集落や関࿈遺跡が当地域一ଳにల։していたࢪ遺跡の発లとともに、ͦれらの࢈

ものとਪ࡯される。

　中世以降になると、ଟくのたΊ池のங଄とともにᕲᕱにΑる水田化がਐ行し、古代のྟւۀ޻地域

的な༷૬から、೶村的な༷૬΁ม化する。また、南にҐ置するळึӜが、山口にຊڌを構える大಺ࢯ

の֎ߓであͬたたΊ、山ཅಓとळึ֗ಓが࢛௰でަࠩし、大มに೐Θͬたとされている。ैདྷ௿地に

あͬた集落は、平҆時代ޙ期からࣨ町時代にかけてඍߴ地΁Ҡ動した。さらに、中世のւୀ期やۙ世

ഡൡにΑるׯ୓事ۀにΑり௿地の水田化がਐΈ、ڗอ13（1728）年に࡞成されたʰ地Լ্ਃֆਤʱに

もඳかれているΑうに、ݱ在のΑうな水田地ଳとなͬた。

　ところで、東禅寺・黒山遺跡の名শは、ຊ遺跡のある鋳銭司地۠の小字名に༝དྷする。大಺ࢯ時代、

実ࡍにこの地にʮ東禅寺ʯという寺Ӄがあͬたと఻えられているが、ݱ在ͦの遺構はະ確認である。

また、黒山地۠には鋳଄に関Θる黒山ਆを᛾るʮ黒山ീ഼ٶʯがݱଘしている。このことからもこの

地域が古དྷΑり、ਂく鋳଄に関Θͬてきた地域であͬたことをうかがΘせる。
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山口県ڭҭҕһ会文化՝編ʰ໻市原・東禅寺ʱ建設ল山口޻事事຿所・山口県ڭҭҕһ会　1982年
山口県ڭҭҕһ会文化՝・山口県埋蔵文化財センター編ʰ্௰・鋳銭司大ࡀ・今॓西ʱ

山口県ڭҭҕһ会・建設ল山口޻事事຿所　1984年
山口県ڭҭ財団ʰ東禅寺・黒山遺跡ᶗ・ᶘ 　ɦ1996・1997年
山口県埋蔵文化財センターʰ東禅寺・黒山遺跡ᶙ～ᶛ 　ɦ1998～2000年
山口県埋蔵文化財センターʰ東禅寺・黒山遺跡（東大ԁ・্ಙ田地۠）ɦ　2003年
山口県埋蔵文化財センターʰ東禅寺・黒山遺跡（Ԭ্ϊ原・ޙ子҇地۠）ɦ　2009年
山口市ڭҭҕһ会ʰ周防鋳銭司跡 　ɦ1978年
山口市ڭҭҕһ会ʰീϲ௶遺跡 　ɦ1992年
山口市ڭҭҕһ会ʰ東禅寺・黒山遺跡 　ɦ2000年
山口市ڭҭҕһ会ʰԼࠜࢳ遺跡 　ɦ2000年
山口市࢙編集ҕһ会編　h 山口市࢙ʱ山口市　1982年
Լ中๜඙　日ຊྺ࢙地名大ܥʰ山口県の地名ʱ平ຌ社　1980年
஛಺ཧࡾ　֯川日ຊ地名大事యʰ山口県ʱ֯川書ళ　1988年



- 3 -

ᶘɹௐࠪͷܦҢͱ֓ཁ

　東禅寺・黒山遺跡がҐ置する山口市鋳銭司地۠は、地ܗ的な要因にΑり、たͼたͼ水֐にݟ෣Θれ

てきた。ͦこで県は、この地域に調੔池を建設する޻事をܭըし、これに൐い、平成̓年౓Αり当֘

地۠の埋蔵文化財発掘調査が実ࢪされている。この発掘調査は山口県埋蔵文化財センターにΑͬて平

成11年౓までܧଓして実ࢪされてきたが、ͦのޙ、ॾൠの事৘にΑり޻事ܭըの実ࢪがԆͼたたΊ、

調査も一時中断していた。

　こうした状گԼ、平成21年౓に山口県山口土໦建ங事຿所（当時）Αり南ए川ྲྀ域࣏水ରࡦՏ川޻

事にઌ立つ埋蔵文化財発掘調査（東禅寺・黒山遺跡）の実ࢪґཔが山口県ڭҭҕһ会社会ڭҭ・文化

財՝を௨じて財団法人山口県ひとづくり財団・山口県埋蔵文化財センターにあり、ٞڠの݁Ռ、平成

22年౓の事ۀとして実ࢪされるはこͼとなͬた。

　発掘調査のҕୗܖ約は平成22年̐月６日をもͬて、山口県防府土໦建ங事຿所（平成22年౓Αり山

口土໦建ங事຿所と౷߹）と財団法人山口県ひとづくり財団・山口県埋蔵文化財センターとの間でక

݁され、以ޙ、発掘調査のたΊの事前४උがਐΊられることとなͬた。関܎機関とのଧち߹Θせ、地

ݱ、しࢪり等を実מ会΁のあいさつ等を行い、̑月Լ०には調査事຿所の設置や、調査۠の૲࣏ࣗݩ

地調査։࢝の४උを੔えた。

　ຊ年౓の発掘調査ର৅面積は3640㎡であり、調査۠を̑つに෼けᶟ～ 地۠とͦれͧれ໋名し（ਤ

̎）、調査を։࢝した。遺構面確認のたΊのτϨンν掘࡟と重機にΑるද土আۀ࡞ڈを６月１日Αり

։࢝し、ͦのޙ人ྗにΑるຊ֨的な遺構検出ۀ࡞にೖͬた。基ຊ的な૚ংは、٬土や水田࡞ߞ土のԼ

図̎ɹௐࠪ۠ઃఆ図
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に灰色ܥの遺物แؚ૚があり、ͦのԼが遺構面であるが、遺物แؚ૚がଘ在しない地۠もあり、地ද

面から遺構面までのਂさは一༷ではない。遺構のີ౓は‡地۠と 地۠がߴく、特に‡地۠は面積も

։࢝がകۀ࡞をਐΊていくことにした。しかし、ຊ֨的なۀ࡞いたΊ、まͣこの地۠から༏ઌ的に޿

Ӎ時であͬたことや、調査۠ࣗ体の水はけのѱさなどにΑり、ۀ࡞は೉ߤした。なお、ᶟ地۠に関し

ては、遺構が΄とんどଘ在しないことや、ৗ時ଳ水状態にあるੑݥةを考ྀし、ਤ面࡞成とࣸਅࡱӨ

がऴྃした̓月９日に埋Ί໭しを行ͬた。

　ͦのޙ、個別遺構の掘りࠐΈや、แؚ૚掘࡞࡟

Өをਵ時行い、調査ࡱ成やࣸਅ࡞にҠり、ਤ面ۀ

をਐΊていͬたが、ͦのաఔで̔月̑日には山口

市্ׁ中ֶߍੜె、̔月19日には山口市಺小ֶߍ

９月16日には山口市、（ࣨڭ山口市文化財）ಐࣇ

平川中ֶߍੜెをडけೖれ、体ݧ発掘などを行ͬ

た。ॵい中ではあͬたが、ࣇಐ・ੜెらはਅ面໨

にۀ࡞にऔり૊Έ、ઌ人が遺した文化財の大੾さ

を認ࣝすることができたΑうである。

　９月にೖるとఱީも҆ఆし、調査はॱ調にਐΈ、

古代～中世の掘立柱建物跡や土坑などが次ʑに確

認され、掘りࠐΈがਐΊられていͬた。遺物につ

いても‡地۠の柱穴から縄文時代の玦状耳飾が出

土し、 地۠では土坑からྑ޷な土器܈とԆت௨

ሟのڞ൐関܎を確認するなど、大きな成Ռを得る

ことができた。ͦして10月22日にはۭ中ࣸਅࡱӨ

おΑͼଌྔۀ࡞を実ࢪし、10月30日には調査成Ռ

をެදするたΊにݱ地આ໌会を։࠵した。このݱ

地આ໌会には地ॅݩຽを中৺として約60名のࢀՃ

があり、੝会のうちにऴྃすることができた。

　ͦの࠷、ޙऴ確認のたΊのτϨンν掘࡟や、ਤ

面のิ଍ۀ࡞等を行い、11月̑日には調査事຿所

のఫڈ等を行い、̑ϲ月にٴͿݱ地調査をແ事ऴ

ྃすることができた。ݱ地ఫ収ޙは山口県埋蔵文

化財センターにおいて、ਤ面記࿥の੔ཧや出土遺

物のਤ化等を行い、この報告書を࡞成した。

ද土আڈ

ௐࠪ෩ܠ

஍આ໌ձݱ
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ᶙɹௐࠪͷ੒Ռ

̍ɹجຊ૚ং
　今回は調査۠をᶟ～ ۠の̑地۠に෼け、発掘を実ࢪしたが、֤調査۠で、٬土や水田࡞ߞ土のް

さがҟなるたΊ、遺構面までのਂさは一ఆではない。ਤ３にࣔしたのは、ɜ 地۠（ࠨ）とᶠ地۠（ӈ）

の土૚ਤであるが、ᶟ地۠については遺構面としてଊえられる̐૚্面で遺構が΄とんど検出できな

かͬたたΊ、શ体的にਂ掘りを行ͬたが、遺構、遺物ともに確認できなかͬた。ᶠ地۠については、

１૚が٬土、̎･ ３૚が水田࡞ߞ土、̐૚が遺物แؚ૚、̑૚以Լが遺構面であり、西にྡ接する‡

地۠も΄΅ಉじ૚ংをࣔしている。̐૚には主に中世ޙ半期の遺物がଟくؚまれており、調査۠南୺

の•地۠でもͦのଘ在が認Ίられる。いͬΆう、 地۠ではこうした遺物แؚ૚はଘ在せͣ、水田ߞ

。土の௚Լが遺構面となͬている࡞

̎ɹ遺ߏ
　今回の発掘調査۠中、遺構のີ集౓がߴいのは‡地۠と 地۠であり、特に‡地۠は面積も޿いた

Ί、ଟくの遺構を確認することができた。いͬΆう、ᶟ地۠では遺構が΄とんどଘ在しなかͬたが、

これはաڈのྡ接地۠における調査成ՌからΈてもे෼に༧ଌできることであͬた。すなΘち、ᶟ地

۠おΑͼྡ接する西ଆと南ଆは遺構ີ౓がബいΤリΞであり、集落಺におけるۭؓ地としてଊえるこ

とがՄೳである。また、શ体調査۠の南୺にあたる•地۠も遺構ີ౓がബいが、これは地ܗ的にこの

地۠がଞ地۠Αりもඪߴが௿くなͬていることが主たる原因である。

　今回の調査では、掘立柱建物33棟、土坑34基の΄か、溝状遺構やੑ֨ෆ໌遺構などを検出すること

ができた。以Լ、地۠͝とに遺構のઆ໌を行いたい。

ʢ̍ʣᶠ஍۠ݕ出ͷ遺ߏ
۷ཱபݐ物

̨̗̍ʢ図４ɹ図版̓ʣ　ᶠ地۠の東ଆにҐ置する建物跡で、ܻ 行̎間（4�8̼）ʷྊ行̎間（4�4̼）、

চ面積21�12㎡をଌる。棟ํ޲は̣63°̬ 。̑つの柱穴で柱ࠟが認Ίられ、41３からは土師器の㡜（１）

が、4110からは土師器のᆀ（̎）が出土した。中世の掘立柱建物と考えられる。

̨̗̎ʢ図４ɹ図版̓ʣ　ᶠ地۠の東ଆにҐ置する建物跡で、ܻ 行̎間（4�6̼）ʷྊ行１間（1�3̼）、

চ面積5�98㎡をଌる。棟ํ޲は̣72°̬ 。建物の時期についてはෆ໌である。

ப݀

̨̥ ʢ̒図４ɹ図版̓ʣ

　中ԝやや西ଆで検出

された。古代຤期の土

器܈が一ׅの状態で出

土しており、建物ഇઈ

の地௟行ҝにΑるもޙ

のと考えられる。 図３ɹجຊ土૚図
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ʢ̎ʣ‡஍۠ݕ出ͷ遺ߏ
̨̗̑ʢ図̒ɹ図版̔ʣ　‡地۠中ԝ部の北ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行̎間（3�6̼）ʷྊ行１間

（2�1̼）、চ面積7�56㎡をଌり、ن໛としては小ܕの部ྨに属する。棟ํ޲は̣64°̬ で、重ෳする

4#９と΄΅ಉじである。建物東南۱にҐ置する 4127では柱ࠟが認Ίられ、土師器のᆀと㡜（32・

33）が出土した。中世の建物であるՄೳੑがߴい。

̨̗̒ʢ図̒ʣ　‡地۠中ԝ部の北ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行３間（7�2̼）ʷྊ行１間（2�7̼）、

চ面積19�44㎡をଌる。棟ํ޲は̣73°̬ 。建物北面に所在する 41290では柱ࠟが認Ίられた。時期に

ついては出土遺物が小片であるたΊ、൑断することが೉しい。

̨̗̓ʢ図̒ɹ図版̔ʣ　‡地۠の東୺にҐ置する建物跡で、ܻ 行３間（7�5̼）ʷྊ行１間（3�0̼）、

চ面積22�50㎡をଌる。棟ํ޲は̣22°̚ 。4#20と重ෳする。構成柱穴には柱ൈきऔりのࠟ跡をཹΊる

ものがଟく認Ίられる。41730からは瓦質の଍ು（35）が、41144からは土師器の（37・36）ࡼと土

師質の器୆（38）が出土した。中世ޙ半期の建物である。

̨̗̔ʢ図̓ɹ図版̔ʣ　‡地۠東半部の南ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行̎間（4�7̼）ʷྊ行̎間

（3�9̼）、চ面積18�33㎡をଌる。棟ํ޲は̣21°̚ 。な時期はෆ໌であるࡉৄ。

̨̗̕ʢ図̓ɹ図版̔ʣ　‡地۠東半部の北ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行３間（6�9̼）ʷྊ行̎間

（4�6̼）、চ面積31�74㎡をଌる。4#̑・4#13と重ෳする。棟ํ޲は̣67°̬ で、4# ̑やྡ接する 4#

̐と΄΅ಉじである。4152から土師器のᆀ（39）が出土した。時期をݶఆすることは೉しいが、中

世の建物であるՄೳੑがߴい。

̨̗12ʢ図̔ʣ　‡地۠中ԝ部にҐ置する建物跡で、ܻ行̎間（4�0̼）ʷྊ行̎間（3�6̼）、চ面積

14�40㎡をଌる。棟ํ޲は̣73°̬ 。平面ܗ態が΄΅ਖ਼ํܗをఄする掘立柱建物跡であり、ৄࡉな時期

についてはෆ໌。

̨̗13ʢ図̔ɹ図版̔ʣ　‡地۠東半部の北ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行̐間（5�4̼）ʷྊ行̎間

（3�8̼）、চ面積20�52㎡をଌり、棟ํ޲は̣71°̬ 。南面に൳（1�6̼）をもつ。たͩし、調査۠֎に

建物の一部が޿がるՄೳੑがあるたΊ、ن໛や構଄等については確実なものではない。建物北面にҐ

置する柱穴は、࢒ଘするܘ、ਂさともにن໛が大きいが、これは柱がൈきऔられていることにى因す

る。4#̐・4#９と重ෳしており、4#９とは੾り߹い関܎にある。土師器のᆀ（64）が出土した

41167は、この建物を構成する柱穴の１つとなるՄೳੑがあり、このଞの構成柱穴から出土した土器

片とซせて൑断すると、この建物の時期は古代຤期͝ろであるՄೳੑがߴい。

̨̗14ʢ図̕ɹ図版̔ʣ　‡地۠中ԝ部の南ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行̑間（11�7̼）ʷྊ行̎間

（5�2̼）、চ面積60�84㎡をଌり、今回検出された建物跡の中では࠷大ن໛である。棟ํ޲は̣59°̬ 。

41361・41702から須恵器のᆀ（42・43）が出土しており、また土師器・須恵器・土師質土器（93～

96・100）が出土した 4,22と 4,28は、この建物を構成する柱穴となるՄೳੑがある。これらの遺物

から൑断して、この建物の所属時期は古代຤期であるՄೳੑがۃΊてߴい。また、建物の北西面中ԝ

で検出された 41352からは玦状耳飾（222）が出土しているが、これはࠞೖ品であると考えられる。

̨̗16ʢ図10ɹ図版̔ʣ　‡地۠西半部の北ଆにҐ置する建物跡で、ܻ 行３間（5�7̼）̫ ྊ行̎間（3�6

̼）、চ面積20�52㎡をଌる。棟ํ޲は̣21°̚ で、ྡ接する 4#15と΄΅ಉじである。4#17と重ෳし、
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一部の柱穴が੾り߹い関܎にあるが、ઌޙ関܎については൑断できなかͬた。41332からは土師器の

ᆀ（46）が、41388からはന磁の࿸（47）が出土しており、中世前半期の建物であると考えられる。

東接する 4#15もن໛や棟ํ޲、出土遺物などから、時期的にۙいものと൑断できる。

̨̗17ʢ図10ɹ図版̔ʣ　‡地۠西半部の北ଆにҐ置する૯柱の建物跡で、ܻ行̎間（5�4̼）ʷྊ

行̎間（5�1̼）、চ面積27�54㎡をଌる。棟ํ޲は̣69°̬ で、重ෳする 4#16、ྡ接する 4#15に΄΅

௚ަする。柱穴からは、土師器の小片などが出土しているが、これらにΑͬて建物の時期を൑断する

ことは೉しい。

̨̗19ʢ図11ɹ図版̔ʣ　‡地۠の西୺にҐ置する૯柱の建物跡で、ݱ状ではܻ行３間（8�0̼）ʷ

ྊ行̎間（4�3̼）、চ面積34�40㎡をଌるが、北西ଆの柱穴が調査۠֎に所在するたΊ、ਖ਼確なن໛は

ෆ໌である。いͣれにしろ、かなりن໛の大きな建物跡であると考えられる。棟ํ޲は̣12°̚ 。構

成柱穴である 41323からは土師器の㡜（48）が、41349からは土師器のᙈ（49）が出土しており、こ

うした遺物から、古代຤期の建物であると考えられる。

土޵

̨̠̍ʢ図12ɹ図版10ʣ　‡地۠西半部、4#14の西ଆにҐ置する。平面ܗは௚ܘ約42ᶲのԁܗ土坑

を主体として、東ଆに柱穴状のுり出しをもつΑうなܗをఄする。ਂさは24ᶲ。断面ܗはା状をఄし、

ఈ部は࠷大で61ᶲの෯をもつ。埋土は３૚に෼かれ、্૚のにͿいԫ׊色೪質土、Φリーϒ׊色೪質

土から、古墳時代の土師器ᙈ（101）がԡし௵されたΑうな状態で出土した。出土状گから考えて、

この土師器は、΄΅ܗ׬の状態で埋置されていたものと考えられる。

̨̠14ʢ図12ɹ図版10ʣ　‡地۠西半部の北ଆにҐ置する。平面ܗは௕࣠73ᶲ、୹࣠62ᶲのෆ੔ପ

ԁܗをఄするが、南ଆを柱穴にΑͬて੾られている。ਂさは12ᶲ。埋土は୯૚で、҉੺׊色೪質土૚

から土師器の（89・88）ࡼとম土մが出土した。中世の遺構であると考えられる。

̨̠15ʢ図12ɹ図版10ʣ　‡地۠西半部の北ଆ、4,14の西ྡにҐ置する。平面ܗは௕࣠111ᶲ、୹

࣠82ᶲのෆ੔௕ԁܗをఄする。ਂさは25ᶲ。埋土は্૚が୸や੺色ম土ཻをؚΉ灰色೪質土で、Լ૚

が୸をଟྔにؚΉΦリーϒ黒色೪質土である。土師器の㡜（90）をはじΊଟくの土器片が出土したが、

小片のたΊਤ化していない。

̨̠16ʢ図12ɹ図版10ʣ　‡地۠西半部の北ଆ、4,14・4,15の西ଆにҐ置する。平面ܗは௕࣠84ᶲ、

୹࣠60ᶲのෆ੔ପԁܗをఄする。ਂさは13ᶲ。埋土は୯૚で、੺色土器ཻ、ϚンΨンཻ、໦୸をؚΉ

੺灰色೪質土である。埋土্૚から土師器のᆀ（91）が出土しており、この遺物から中世前半期の遺

構であると൑断できる。

̨̠21ʢ図12ɹ図版10ʣ　‡地۠の西୺にҐ置する。平面ܗは௚ܘ約105ᶲのෆ੔ԁܗをఄする。

ਂさは10ᶲ。চ面にϐοτがෳ਺認Ίられるが、ຊ土坑に関܎するものであるかどうかはෆ໌である。

埋土は୯૚で、３～̑ᶱ大の୸ཻやϚンΨンをؚΉ׊灰色೪質土から、土師器の㡜（92）が෬せられ

た状態で出土した。この遺物から、ຊ土坑の年代は古代ޙ期にൺఆすることができる。
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図̑ɹ‡஍۠遺ߏ഑ஔ図
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図̒ɹ‡஍۠ݕ出遺ߏʢ̍ʣ
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図̓ɹ‡஍۠ݕ出遺ߏʢ̎ʣ
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図̔ɹ‡஍۠ݕ出遺ߏʢ３ʣ
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áa 7.80m

7.80m

7.60m

7.
60
m

7.60m

7.60m

0 （1/80） 4m

SB12

SB13



- 14 -

図̕ɹ‡஍۠ݕ出遺ߏʢ４ʣ
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図10ɹ‡஍۠ݕ出遺ߏʢ̑ʣ
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図11ɹ‡஍۠ݕ出遺ߏʢ̒ʣ
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図12ɹ‡஍۠ݕ出遺ߏʢ̓ʣ
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土૚ຌྫ
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ʢ３ʣ•஍۠
ງཱபݐ物

̨̗21ʢ図13ʣ　•地۠中ԝ部の南ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行̎間（5�0̼）ʷྊ行１間（1�9̼）、

চ面積9�50㎡をଌる。棟ํ޲は̣68°̬ である。構成柱穴である 41429からは土師器の（142）ࡼと㡜

（143）が出土した。これらの遺物から൑断して、この建物は古代຤～中世前半期にҐ置෇けられΑう。

ʢ４ʣ ஍۠
۷ཱபݐ物

̨̗27ʢ図15ʣ 地۠中ԝ部にҐ置する૯柱の建物跡で、ܻ行̎間（4�6̼）ʷྊ行̎間（4�2̼）、

চ面積19�32㎡をଌる。棟ํ޲は̣64°̬ で、重ෳする 4#28～ 4#30、ۙ接する 4#31・4#32と΄΅ಉじ

である。構成柱穴からは土師器の㡜やᆀ（171・174～176）、土師質土器のು（172・173）が出土してお

り、これらの遺物から൑断して、ຊ掘立柱建物の年代は中世前半期と考えることができる。

̨̗28ʢ図15ʣ 地۠中ԝ部にҐ置する建物跡で、ܻ行̎間（3�8̼）ʷྊ行１間（2�5̼）、চ面

積9�50㎡をଌる。棟ํ޲は̣64°̬ で、4#27・4#29と重ෳする。構成柱穴からは土器片等が出土して

おり、これらの遺物からΈて、ຊ建物の所属時期は中世ޙ半期まで降ることはないと൑断できるが、

。೉であるࠔΉことはࠐりߜな年代をࡉৄ

̨̗29ʢ図15ʣ 地۠中ԝ部にҐ置する建物跡で、ܻ行̎間（5�3̼）ʷྊ行１間（1�9̼）、চ面

積10�07㎡をଌる。棟ํ޲は̣63°̬ で、4#27・4#28と重ෳする。構成柱穴からは、土器片等が出土し

ているが、建物の年代をܾఆできるΑうなものは確認できなかͬた。

̨̗32ʢ図15ʣ 地۠の西ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行̎間（4�7̼）ʷྊ行１間（2�4̼）、চ面

積11�28㎡をଌる。棟ํ޲は̣68°̬ 。構成柱穴からは、土師器片などが出土しているが、建物の年代

をߜりࠐΉことはできない。

図13ɹ•஍۠ݕ出遺ߏ
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土޵

̨̠33ʢ図16ɹ図版15ʣ 地۠の西半部南୺にҐ置する。平面ܗは௕࣠165ᶲ、୹࣠116ᶲのෆ੔

ପԁܗをఄする。ਂさは࠷大で15ᶲ。埋土にはম土がଟくؚまれており、ͦ の中から土師器のᆀ（193

～195）、㡜（196～203）、土師質のᙈ（204～206）、ࠥࡾτνン（207～209）等が大ྔに出土した。古

代ޙ期のഇغ土坑であると考えられる。

̨̠34ʢ図16ɹ図版14ʣ 地۠の΄΅中ԝにҐ置する。平面ܗは௚ܘ約55ᶲのԁܗをఄする。ਂ

さは35ᶲ。埋土は׊灰色೪質土の୯૚で、遺構面にۙい埋土্૚から、土師器の㡜（210・211）、Ԇت

௨ሟ（213）が出土しているが、ͦのԼから遺物は確認されていない。

遺構
番号 地۠ ໛ن

（間） 棟ํ޲

柱　　間
面積

（㎡） 出土遺物 උ　　考ܻ　行 ྊ　行

建物の南東۱から（̼） 建物の南東۱から（̼）

4# 1 ᶠ ̎ʷ̎ /63°8 4�8（2�5・2�3） 4�4（2�2・2�2） 21�12 土師器 中世

4# 2 ᶠ ̎ʷ１ /72°8 4�6（2�2・2�4） 1�3   5�98

4# 3 ‡ ̎ʷ１ /25°E 4�3（2�1・2�2） 3�6 15�48 緑釉陶器・土師器 古代

4# 4 ‡ ̎ʷ１ /67°8 4�7（2�3・2�4） 2�4 11�28 黒色土器・土師器

4# 5 ‡ ̎ʷ１ /64°8 3�6（1�9・1�7） 2�1   7�56 土師器 中世

4# 6 ‡ ３ʷ１ /73°8 7�2（2�5・2�3・2�4） 2�7 19�44 土師器・須恵器

4# 7 ‡ ３ʷ１ /22°E 7�5（2�5・2�7・2�3） 3�0 22�50 土師器・瓦質土器 中世

4# 8 ‡ ̎ʷ̎ /21°E 4�7（2�3・2�4） 3�9（1�9・2�0） 18�33 土師器

4# 9 ‡ ３ʷ̎ /67°8 6�9（2�5・2�2・2�2） 4�6（2�3・2�3） 31�74 土師器 柱間北西۱から　中世

4#10 ‡ ̎ʷ１ /70°8 4�6（2�2・2�4） 2�7 12�42 土師器 中世

4#11 ‡ １ʷ̎ /15°E 2�4 2�9（1�4・1�5）   6�96 土師器・須恵器 南面に൳（1�3̼）　中世

4#12 ‡ ̎ʷ̎ /73°8 4�0（2�0・2�0） 3�6（1�7・1�9） 14�40 土師器・黒色土器 柱間南西۱から

4#13 ‡ ̐ʷ̎ /71°8 5�4（1�2・1�3・1�3・1�6） 3�8（1�5・2�3） 20�52 土師器・瓦質土器 柱間北東۱から
南面に൳（1�6̼）　古代

4#14 ‡ ̑ʷ̎ /59°8 11�7（2�3・3�2・1�5・1�8・2�9） 5�2（2�8・2�4） 60�84 須恵器 古代

4#15 ‡ ̎ʷ̎ /20°E 5�9（2�9・3�0） 3�8（1�8・2�0） 22�42 土師器 中世

4#16 ‡ ３ʷ̎ /21°E 5�7（1�7・2�1・1�9） 3�6（1�8・1�8） 20�52 土師器・ന磁 中世

4#17 ‡ ̎ʷ̎ /69°8 5�4（2�6・2�8） 5�1（2�7・2�4） 27�54 土師器・緑釉陶器

4#18 ‡ ̎ʷ１ /79°8 2�0（1�0・1�0） 1�3  2�60 土師器 柱間北西۱から

4#19 ‡ （３ʷ̎） /12°E 8�0（2�6・2�5・2�9） 4�3（2�3・2�0） 34�40 土師器・緑釉陶器 調査۠֎にଓく　古代

4#20 ‡ ̐ʷ３ /69°8 7�5（2�0・1�9・1�6・2�0） 5�2（1�6・1�8・1�8） 39�00 柱間南西۱から

4#21 • ̎ʷ１ /68°8 5�0（2�5・2�5） 1�9   9�50 土師器 中世

4#22 • ̎ʷ̎ /23°E 4�2（1�9・2�3） 3�8（2�0・1�8） 15�96

4#23 • （̎ʷ１） /70°8 4�5（2�4・2�1） 1�4   6�30 土師器 柱間北東۱から
調査۠֎にଓくՄೳੑ

4#24 • ３ʷ̎ /72°8 7�4（2�6・2�6・2�2） 3�9（2�1・1�8） 28�86 柱間北東۱から

4#25 • ̎ʷ̎ /69°8 4�8（2�5・2�3） 4�3（2�1・2�2） 20�64 柱間南西۱から

4#26 ⁧ ̎ʷ̎ /68°8 3�2（1�9・1�3） 3�1（1�5・1�6）   9�92 土師器

4#27 ⁧ ̎ʷ̎ /64°8 4�6（2�2・2�4） 4�2（2�1・2�1） 19�32 土師器 中世

4#28 ⁧ ̎ʷ１ /64°8 3�8（2�1・1�7） 2�5   9�50 土師器・瓦質土器

4#29 ⁧ ̎ʷ１ /63°8 5�3（2�8・2�5） 1�9 10�07 土師器

4#30 ⁧ ̎ʷ̎ /65°8 3�5（1�7・1�8） 2�7（1�8・0�9）   9�45 土師器 柱間北東۱から

4#31 ⁧ ̎ʷ１ /65°8 4�2（2�0・2�2） 1�8   7�56 土師器

4#32 ⁧ ̎ʷ１ /68°8 4�7（2�3・2�4） 2�4 11�28 土師器

4#33 ⁧ ̎ʷ１ /69°8 3�9（2�3・1�6） 3�0 11�70

ද̍ɹ۷ཱபݐ物੻Ұཡද ໛نଘ࢒໛（　　）はن˞
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図14ɹ ஍۠遺ߏ഑ஔ図
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図15ɹ ஍۠ݕ出遺ߏʢ̍ʣ
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図16ɹ ஍۠ݕ出遺ߏʢ̎ʣ
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３ɹ遺物
　今回の調査では、古代～中世を中৺とする遺物を得ることができた。ここでは調査۠͝とにͦの֓

要についてઆ໌を行う。

ʢ̍ʣᶠ஍۠出土遺物
　１・̎ は 4# １の֤柱穴から出土したもので、１は土師器㡜、̎はᆀであるが、口ԑ部෼が࢒ଘし

ない。３～̔は 41 ６から出土した一ׅ資料である。３・̐ は土師器㡜でいͣれも灰ന色ܥの色調を

ఄする。̑はᆀであり、体部は௚ઢ的に立ち্がる。̓は須恵器ുと考えられるが、ఈ部が΄とんど

̔・る。６࢒にはٙ໰もܗした器ݩଘしないたΊ、෮࢒ は土師器ᙈで、６は口ԑ部がडけ口状のܗ態

をఄし、׊色ܥの色調であるのにରして、̔ は口ԑ部がΏるやかに֎൓し、灰ന色ܥの色調をఄする。

　９～30はแؚ૚出土の土器・土製品である。９は須恵器ᆀ਎であるが、ম成ෆྑで土師質にۙい。

10は੨磁࠼׊片で水஫の಑部片になると考えられる。௕ࠫ༼ܥのՄೳੑがある。11は੨磁൫で、಺面

には条ઢ状のூりࠐΈが認Ίられる。12は੨磁࿸で口ԑ部がなΊらかに֎൓するܗ態をఄす。13･14

はۄԑ状口ԑをఄするന磁࿸、15は緑釉陶器である。16は灰釉陶器の平㡜で、಺ఈ面にはݍઢ状の釉

ཷまりが認Ίられる。17は須恵質のӋזと考えられ、ܗ態や଻土などからൖೖ品であるՄೳੑも൱ఆ

できない。18は柱状ߴ୆の土師器㡜、19は土師器㡜である。20は瓦質のᎬു、21～23は଍ುの口ԑ～

಑部で、いͣれも瓦質ম成。24～27は଍ು٭部で、24･27は瓦質、25･26は土師質である。28は瓦質の

፻ു、29は瓦質଍ುの口ԑ部と考えられる。30は土਴で、ܘ޸は約0�3DN である。

図17ɹᶠ஍۠出土遺物ʢ̍ʣ
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図18ɹᶠ஍۠出土遺物ʢ̎ʣ

9

10 11

12

21

20
19

18

17

13

14

15

16

24

25

28

26

23

22

27

30

29

9～30：包含層

0 （1/3） 10cm



- 25 -

SB3

SB5

SB4

31
39

40
44

4541

42

43

48

49

46

47

32

33

34

35

36

37

38

SB9

SB10
SB15

SB16

SB19SB19

SB11

SB7

SB14

0 （1/3） 10cm

図19ɹ‡஍۠出土遺物ʢ̍ʣ

ʢ̎ʣ‡஍۠出土遺物
　31～49は֤掘立柱建物から出土した遺物である。31は 4# ３から出土した緑釉陶器の34、ࡼは 4#

̐から出土した黒色土器の㡜である。35～38は 4# ̓から出土した土器܈であり、35は଍ು口ԑ部片

で瓦質ম成、36･37はᒵ色ܥの土師器38、ࡼは土師質の器୆口ԑ部と考えられる。41は 4#11から出土

した土師器㡜で、灰ന色ܥの色調をఄす。42･43は 4#14から出土。ともに須恵器ᆀ਎で、43は口ԑ部

がなΊらかに֎൓する。44・45は 4#15から出土したもので、44はᒵ色ܥの土師器45、ࡼは灰ന色をఄ

する土師器ᆀである。46・47は 4#16から出土。46は灰ന色ܥの土師器ᆀ、47はന磁࿸のߴ୆部である。

48･49は 4#19から出土したもので、48は土師器㡜、49は土師質のᙈである。

　50～84は֤柱穴から出土した遺物である。52･53は 4196から出土したもので、53は黒色土器㡜。

54･55は 4198から出土。54はᒵ色ܥの土師器ᆀ、55は土師質のӋזである。56･57は 41109から出土

した土師器ࡼで྆者とも灰ന色をఄする。58･59は 41119から出土したもので、59は瓦質の଍ು。64

は 41167から出土した土師器ᆀで、色調は׊灰色をఄす。68･69は 41210から出土したもので、68は

灰釉陶器69、ࡼは土師器㡜であり灰ന色ܥの色調をఄする。73は 41265から出土した土師器ᆀで、灰

ന色ܥの色調をఄす。74は 41350から出土したもので、須恵器のുである。78～82は 41700から出土
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図20ɹ‡஍۠出土遺物ʢ̎ʣ
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した一ׅ資料で、80～82は灰ന色ܥのᆀであり、いͣれも器นがബく্͛࢓られている。

　85～101は֤土坑から出土した土器である。85は 4, ̎から出土した灰ന色ܥのᆀ。86は須恵器ᆀ

਎で 4, ３と 4, ̓から出土したഁ片が接߹した事ྫである。88･89はいͣれも 4,14から出土した土

師器ࡼで色調はԫᒵ色をఄす。93～96は 4,22から出土した一ׅ資料であり、93は土師器㡜のఈ部、

94は須恵器ᆀ਎であり、95は須恵器ᆵのݞ部であると考えられる。98･99は 4,24出土の土師器、100

は 4,28から出土した須恵器耳ࡼである。101は 4, １から出土した古墳時代の土師器ᙈであり、֎面

には刷ໟ໨調੔、಺面にはέズリࠟ跡が認Ίられ、ݞ部෇ۙに３条１୯Ґのϔϥ記号がࢪされている。

　102～119は溝状遺構やੑ֨ෆ໌遺構から出土した遺物である。107～109のᎬുはいͣれも瓦質ম成。

112は緑釉陶器の㡜と考えられる。114は須恵器の小ᆵ、118･119のӋזはいͣれも瓦質土器である。

　120～141はแؚ૚から出土した遺物である。125～127は緑釉陶器で、127は಺ ･ ֎ఈ面ともにτν

ンの接地ࠟが確認される。135は土師質のുと考えられるが、ܗ態や଻土などから在地のものではな

いՄೳੑもある。138は٭ࢧ状土製品、139は柱状ߴ୆෇ࡼである。140は土਴で、ܘ޸約0�3DN をଌる。

଍ುは136が土師質で、137は瓦質である。141は土師質の大ܕುで෮ݩ口53�6ܘDN をଌる。

図21ɹ‡஍۠出土遺物ʢ３ʣ
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ʢ３ʣ•஍۠出土遺物
　142･143は 4#21を構成する柱穴から出土した土師器である。142はᒵ色ܥの色調をఄするࡼで器น

がൺֱ的ްい。143はᒵ色ܥの色調をఄし、口ԑ部はなΊらかに֎൓する。ఈ部をܽくが、㡜と考え

られる。

　144は 41403から、145は 41492から出土した土師器ࡼであり、いͣれもઙいԫᒵ色をఄする。146

は 41435から出土した଍ು٭部で、土師質である。147は 41462から出土した土師器ᆀのఈ部で、色

調は灰ന色をఄする。148～150は 41475から出土した一ׅ資料で、いͣれもᒵ色ܥの色調をఄする土

師器ᆀである。

　151～163は溝状遺構から出土した遺物である。153はཾઘ༼ܥの੨磁片であり、152の土師器ᆀとと

もに 4% ̓から出土した。154･159は須恵器で、154はᙈのᰍ部、159は大ᙈの口ԑ部である。156は土

師器㡜で、಺֎面ともに灰色ܥの色調をఄし、಺面にはஸೡなϛΨΩࠟ跡が認Ίられる。

　164～170はแؚ૚出土の遺物である。166は瓦質土器のᙈ口ԑ部で、಺面には平行タタΩのࠟ跡が

Θͣかに認Ίられる。167はඋ前ܥᙈの口ԑ部、168は土師質の଍ುである。169･170は土਴で、169は

0�5DN～0�4ܘ޸約0�4DN、170はܘ޸ をଌる。

ʢ４ʣ ஍۠出土遺物
　171～176は 4#27の֤柱穴から出土した遺物である。171は土師器㡜と考えられ、172･173は土師質

のುである。174･175は土師器ᆀで、एׯᒵ色ຯをଳͼた色調をఄす。176はᒵ色ܥの土師器㡜である。

　177～192は֤柱穴から出土した遺物である。177～179は 41565から出土したもので、179は東೻ܥ

のുである。180･181は 41566Αり出土したもので、前者はᒵ色ޙ、ܥ者は灰ന色ܥの色調をఄす。

186･187は 41621から出土。186は土師器ᆀでᒵ色ܥの色調をఄし、187は灰ന色ܥの土師器㡜である。

188は 41649から出土した土師質のӋזであり、191は 41698から出土した灰ന色ܥの土師器㡜である。

　193～209は 4,33出土の遺物である。193～195は土師器ᆀで、いͣれも୶ᒵ色ܥの色調をఄするが、

195は֎ఈ面に୸ૉがٵணしており、黒色化している。197～202は㡜のఈ部で、いͣれも֎ଆ΁ڧく

ுり出すߴ୆ܗ状である。203はશܗがӐえる資料で、಺࿷ؾຯに立ち্がる体部ܗ態をఄし、灰ന

図25ɹ•஍۠出土遺物ʢ̍ʣ
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色ܥの色調である。204～206は土師質のᙈで、205の口ԑ部෇ۙには緑釉が෇ணしており、色ݟのՄ

ೳੑもある。207～209はࠥࡾτνンで、いͣれもઌ୺部に緑釉が෇ணしている。210･211は 4,34か

ら出土した土師器㡜であり、྆者とも୶灰色ܥの色調をఄする。なお、これらの土器はਤ29－213に

ࣔしたԆت௨ሟとڞ൐した。212は 4%14から出土した瓦質土器のುである。

ʢ̑ʣ֤஍۠出土ͷۚଐ ŋੴ੡඼
　213は 地۠ 4,34から出土したԆت௨ሟ（ॳ鋳ɿ907年）である。214は࢒ଘ状態がѱく、文字も൑

ಡできないが、大きさからΈてԆت௨ሟであると考えられる。 地۠の 41555から出土した。215～

217は༌ೖ銭で、いͣれも遺物แؚ૚から出土した。215は঺੟ݩሟ、216はߖ૙ݩሟ、217はӬָ௨ሟ

である。218～221はԎ؅。

　222は縄文時代の玦状耳飾で、4#14の構成柱穴である 41352Αり出土した。୶緑色の色調をఄし、

石ࡐはᠴਯのՄೳੑもある。223も玦状耳飾のՄೳੑがߴい。 地۠แؚ૚からの出土で、׈石製で

ある。224は石ଳの一部で黒色೪൘ؠ製。‡地۠แؚ૚から出土した。225は໻ੜ時代のፏ平片ਕ石ි、

226は縄文時代の所࢈と考えられるຏ製石ි、227はຏ石である。228･229は׈石製の石ು。

図27ɹ ஍۠出土遺物ʢ̍ʣ
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番号 地۠ 遺構 種別 器種
法 （ྔᶲ）（෮ݩ஋） ଻土

ম成
色調 調੔

口ܘ 器ߴ ఈܘ ૈີ ཻ࠭ ಺面 ֎面 ಺面 ֎面

1 ᶠ 4# 1（41 3 ） 土師器 㡜 － ࢒2�2 6�6 ີ গྔ ೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

2 ᶠ 4# 1（4110） 土師器 ᆀ － ࢒2�9 （5�0） ີ ଟྔ ややߗ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ

3 ᶠ 41 6 土師器 㡜 － ࢒1�9 7�0 ີ ଟྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 回సφσޙ
ԣφσ 回సφσ

4 ᶠ 41 6 土師器 㡜 － ࢒2�3 7�4 ີ ଟྔ ೈ質 ઙԫᒵ色 灰ന色 回సφσޙ
ԣφσ ຏ໓

5 ᶠ 41 6 土師器 ᆀ （13�0） 3�7 （6�0） ややૈい ଟྔ ややߗ質 灰ന色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

6 ᶠ 41 6 土師器 ᙈ － ࢒7�0 － ૈい ଟྔۃ 質ߗ 灰色׊໌ ੺灰色 φσ、
ϔϥ࡟り ԣφσ

7 ᶠ 41 6 須恵器 ു  － ࢒6�7 （7�4） ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

8 ᶠ 41 6 土師器 ᙈ （26�0） ࢒5�9 － ややີ ଟྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 ԣφσ ԣφσ

9 ᶠ แؚ૚ 須恵器 ᆀ － ࢒2�3 （7�2） ややૈい ଟྔ ややߗ質 灰੺色 ԫ灰色 回సφσ 回సφσ

10 ᶠ แؚ૚ ੨磁࠼׊ 水஫ ー ࢒3�3 － ີ ؚまない ややߗ質 灰ԫ色 黒׊色 回సφσ ԡし文༷ܕ

11 ᶠ แؚ૚ ੨磁 ൫ （20�8） ࢒3�5 － ີ গྔ 質ߗ ҉Φリーϒ色 ҉Φリーϒ色 回సφσ、
ϔϥ࡟り 回సφσ

12 ᶠ แؚ૚ ੨磁 ࿸ （12�6） ࢒5�5 － ややૈい গྔ 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
Φリーϒ灰色 回సφσ 回సφσ

13 ᶠ แؚ૚ ന磁 ࿸ （15�2） ࢒2�8 － ややૈい ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

14 ᶠ แؚ૚ ന磁 ࿸ （15�2） ࢒1�8 － ややૈい ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

15 ᶠ แؚ૚ 緑釉陶器 㡜 （11�9） ࢒2�0 － ややૈい গྔ ややߗ質 ଻土
灰ന色

釉
灰ന色 回సφσ 回సφσ

16 ᶠ แؚ૚ 灰釉陶器 㡜 （17�0） （11�0） （4�6） ૈい গྔ 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
Φリーϒԫ色 回సφσ 回సφσ

17 ᶠ แؚ૚ 須恵器 Ӌז （28�0） ࢒4�3 － ややૈい ややଟい 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
ϋέ໨

回సφσ、
φσ

18 ᶠ แؚ૚ 土師器 柱状ߴ୆㡜 － ࢒2�1 4�5 ີ ଟྔ ややߗ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 φσ φσ

19 ᶠ แؚ૚ 土師器 㡜 － ࢒2�0 6�0 ີ ؚまない ೈ質 ઙԫᒵ色 灰ന色 ஸೡなφσ 回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

20 ᶠ แؚ૚ 瓦質土器 Ꭼു － ࢒7�4 － ややૈい ଟྔ 質ߗ ੨灰色 ੨灰色 φσ、
7条Ꭼ໨ φσ

21 ᶠ แؚ૚ 瓦質土器 ଍ು （18�6） ࢒5�2 － ૈい ଟྔ 質ߗ 灰色 にͿいԫ׊色 ԣφσ ԣφσ

22 ᶠ แؚ૚ 瓦質土器 ଍ು （23�8） ࢒5�2 － ૈい ややଟい 質ߗ 灰色 灰色 ԣφσ ԣφσ

23 ᶠ แؚ૚ 瓦質土器 ଍ು （23�2） ࢒4�1 － ૈい ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 ԣϋέޙ
φσ ϋέޙφσ

24 ᶠ แؚ૚ 瓦質土器 ଍ು（٭） － ࢒9�0 － ີ ଟྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 φσࢦ φσࢦ

25 ᶠ แؚ૚ 土師質土器 ଍ು（٭） － ࢒11�0 － ີ ଟྔ 質ߗ にͿいᒵ色 灰色׊ φσࢦ φσࢦ

26 ᶠ แؚ૚ 土師質土器 ଍ು（٭） － ࢒12�2 － ີ ଟྔ 質ߗ ઙԫ色 灰ԫ色 φσࢦ φσࢦ

27 ᶠ แؚ૚ 瓦質土器 ଍ು（٭） － ࢒15�1 － ૈい ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰色 φσࢦ φσࢦ

28 ᶠ แؚ૚ 瓦質土器 ፻ു （12�2） ࢒5�0 － ややૈい ややଟい 質ߗ 灰色 灰色 ஸೡなφσ ޙѹえࢦ
ԣφσ

29 ᶠ แؚ૚ 瓦質土器 ଍ು （33�0） ࢒6�2 － ややૈい ଟྔ ややߗ質 ҉灰色 ҉灰色 ԣφσ ԣφσ

30 ᶠ แؚ૚ 土製品 土਴ 1�2ܘ ௕さ5�8 0�3ܘ޸ ີ ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 － ஸೡなφσ

31 ‡ 4# 3（41725） 緑釉陶器 ࡼ （14�6） 2�2 （8�3） ີ গྔ 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
緑色 回సφσ 回సφσ

32 ‡ 4# 5（4127） 土師器 ᆀ － ࢒1�5 5�8 ີ ଟྔ ややߗ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

33 ‡ 4# 5（4127） 土師器 㡜 － ࢒1�7 6�5 ີ ଟྔ ややߗ質 灰色׊ 灰色׊໌ 回సφσ、
ஸೡなφσ 回సφσ

34 Ⅺ SB 4（SP30） 黒色土器 㡜 （14�3） 5�4 8�0 ややૈい ଟྔ 質ߗ 黒色 灰ന色 回సφσޙ
ϛΨΩ ຏ໓

ද̎ɹ出土土ثɾ土੡඼࡯؍ද
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番号 地۠ 遺構 種別 器種
法 （ྔᶲ）（෮ݩ஋） ଻土

ম成
色調 調੔

口ܘ 器ߴ ఈܘ ૈີ ཻ࠭ ಺面 ֎面 ಺面 ֎面

35 ‡ 4# 7（41730） 瓦質土器 ଍ು － ࢒5�6 － ややૈい গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 ԣϋέ、
ԣφσ

ॎϋέޙ
φσ

36 ‡ 4# 7（41144） 土師器 ࡼ 5�8 0�9 4�9 ີ গྔ 質ߗ ୶ᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

37 ‡ 4# 7（41144） 土師器 ࡼ （5�8） 0�8 （4�8） ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

38 ‡ 4# 7（41144） 土師質土器 器୆  － （3�9） － ૈい ଟྔ 質ߗ 灰׊色 にͿいᒵ色 ϋέޙφσ ԣφσ、φσ

39 ‡ 4# 9（4152） 土師器 ᆀ  － ࢒4�3 － ややૈい ଟྔۃ 質ߗ 灰色׊ 灰ന色 回సφσ 回సφσ

40 ‡ 4#10（41371） 土師器 ࡼ （6�2） 0�8 （5�0） ややૈい গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

41 ‡ 4#11（41359） 土師器 㡜 （15�1） 5�4 （5�4） ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
ஸೡなφσ

ޙѹえࢦ
回సφσ

42 ‡ 4#14（41361） 須恵器 ᆀ਎ （12�8） 5�5 7�2 ややૈい ややଟい 質ߗ にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

43 ‡ 4#14（41702） 須恵器 ᆀ਎ （14�1） 5�2 7�3 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

44 ‡ 4#15（41301） 土師器 ࡼ （9�2） 2�8 4�5 ີ ଟྔ 質ߗΊてۃ ઙԫᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

45 ‡ 4#15（41301） 土師器 ᆀ 14�2 4�6 5�4 ີ গྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

46 ‡ 4#16（41332） 土師器 ᆀ （14�0） 4�2 （5�8） ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

47 ‡ 4#16（41388） ന磁 ࿸ － ࢒3�6 （5�8） ີ গྔ 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
灰ന色 回సφσ ϔϥ࡟り

48 ‡ 4#19（41323） 土師器 㡜 － ࢒3�8 6�8 ややૈい গྔ 質ߗ 灰色׊໌ 灰色׊໌ 回సφσ 回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

49 ‡ 4#19（41349） 土師質土器 ᙈ （19�4） ࢒10�4 － ややૈい গྔ ややߗ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫ׊色 ԣφσ、φσ ॎϋέ、
ԣφσ

50 ‡ 4119 土師器 ᆀ － ࢒2�4 （5�4） ີ গྔ ೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
൘໨ѹࠟ

51 ‡ 4156 土師器 㡜 （12�8） ࢒4�4 － ີ ଟྔ 質ߗ 灰ന色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

52 ‡ 4196 土師器 ᆀ － ࢒3�6 5�6 ややີ ଟྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

53 ‡ 4196 黒色土器 㡜 （11�4） ࢒4�1 － ີ ややଟい 質ߗ 黒色 黒色 ີなϔϥϛΨΩ ີなϔϥϛΨΩ

54 ‡ 4198 土師器 ᆀ （12�6） ࢒3�5 － ややૈい ؚまない 質ߗ にͿいᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ

55 ‡ 4198 土師質土器 Ӌז （28�8） ࢒4�5 － ややૈい গྔ 質ߗ にͿいᒵ色 にͿい੺׊色 ԣϋέ ॎϋέޙ
φσ

56 ‡ 41109 土師器 ࡼ 11�0 2�5 4�8 ີ গྔۃ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ
φσ

回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

57 ‡ 41109 土師器 ࡼ 11�0 2�5 4�8 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

58 ‡ 41119 土師器 ࡼ － ࢒1�7 （5�6） ややૈい ややଟい 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ
φσ

回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

59 ‡ 41119 瓦質土器 ଍ು （27�0） ࢒9�9 － ૈい ややଟい 質ߗ 灰色 灰ന色 ԣϋέޙ
ԣφσ ѹさえ、φσࢦ

60 ‡ 41133 土師器 㡜 － ࢒2�6 7�1 ややૈい ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ
φσ 回సφσ

61 ‡ 41133 土師器 ᆀ  （11�3） ࢒2�9 － ややૈい ややଟい 質ߗΊてۃ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ

62 ‡ 41142 土師質土器 ᙈ （16�6） ࢒8�5 － ૈい ଟྔۃ 質ߗ 灰色׊໌ 灰ന色 φσ φσ

63 ‡ 41159 土師質土器 ଍ು（٭） － ࢒12�5 － ૈい ややଟい 質ߗ ઙԫᒵ色 灰色׊ φσࢦ φσࢦ

64 ‡ 41167 土師器 ᆀ （10�8） 3�3 5�0 ややૈい ଟྔ 質ߗ 灰色׊ 灰色׊ 回సφσ 回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

65 ‡ 41180 土師器 ࡼ （8�4） 1�6 4�8 ີ গྔۃ 質ߗ 灰ന色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

66 ‡ 41190 土師器 ࡼ 4�6 0�7 4�1 ややૈい ややଟい 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

67 ‡ 41193 緑釉陶器 㡜 － ࢒1�6 （6�6） ີ গྔۃ 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
緑色 回సφσ 回సφσ

68 Ⅺ SP210 灰釉陶器 皿 （10�2） ࢒2�4 （3�8） ີ গྔ 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
灰ԫ色 回సφσ 回సφσ
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69 Ⅺ SP210 土師器 㡜 （16�6） ࢒4�7 － ີ গྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

70 Ⅺ SP258 土師器 坏 13�6 3�8 6�8 ີ ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
੾り、൘໨ࢳ

71 Ⅺ SP248 土師質土器 甕 （25�5） ࢒7�9 － ૈい ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰׊色 、φσࢦ
ϔϥφσ

φσ、ࢦѹさえ
φσޙ

72 Ⅺ SP262 土師器 皿 （14�5） 2�8 5�3 ີۃ ややଟい 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

73 Ⅺ SP265 土師器 坏 （12�7） 5�3 5�3 ややૈい ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

74 Ⅺ SP350 須恵器 鉢 （19�6） 6�6 （8�8） ີ গྔ 質ߗ 灰色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

75 Ⅺ SP386 土師器 㡜 － ࢒1�8 （7�4） ややૈい ややଟい ややߗ質 灰ԫ色 灰ԫ色 回సφσ 回సφσ、
φσ

76 Ⅺ SP386 須恵器 坏身 （14�8） 5�5 7�1 ややૈい ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
φσ

77 Ⅺ SP399 土師器 㡜 － ࢒2�8 7�0 ややૈい ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

78 Ⅺ SP700 土師質土器 羽釜 － ࢒2�9 － ີ গྔۃ 質ߗ 灰ന色 灰ԫ׊色 ԣϋέ ԣφσ

79 Ⅺ SP700 土師質土器 羽釜 － ࢒3�0 － ີ গྔۃ 質ߗ 灰ԫ׊色 灰色׊ ԣϋέޙ
φσ φσ

80 Ⅺ SP700 土師器 坏 （11�7） 3�3 （5�2） ີ গྔ 質ߗ にͿいᒵ色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

81 Ⅺ SP700 土師器 坏 （14�1） 5�7 5�4 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

82 Ⅺ SP700 土師器 坏 （16�8） 5�5 （6�4） ີ গྔ 質ߗ ԫ灰色 灰ԫ色 回సφσ 回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

83 Ⅺ SP735 土師器 皿 6�3 1�2 3�5 ີ গྔۃ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
੾り、൘໨ࢳ

84 Ⅺ SP756 土師質土器 甕 （23�6） ࢒9�0 － ີ ଟྔۃ 質ߗ 灰色׊໌ 灰ന色 φσ、
ϔϥφσ

φσ、
φσޙѹさえࢦ

85 Ⅺ SK 2 土師器 坏 （12�6） 4�0 6�5 ややີ ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
φσ、൘໨ѹࠟ

86 Ⅺ SK 3 ・ 7 須恵器 坏身 （12�6） 5�5 （4�8） ີۃ ややଟい 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
ϔϥ࡟り

87 Ⅺ SK 7 土師器 皿 ? － ࢒1�9 （7�8） ີ ଟྔ 質ߗ にͿい׊色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ、
φσ

88 Ⅺ SK14 土師器 皿 8�7 2�1 4�1 ີ গྔ 質ߗ ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

89 Ⅺ SK14 土師器 皿 9�1 2�1 4�6 ີ ଟྔ 質ߗ ઙԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

90 Ⅺ SK15 土師器 㡜 ? － ࢒4�3 － ややૈい ଟྔ ややߗ質 灰ന色 灰色׊໌ 回సφσ 回సφσ

91 Ⅺ SK16 土師器 坏 （14�1） 5�2 5�4 ີ গྔ 質ߗ ઙԫᒵ色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

92 Ⅺ SK21 土師器 㡜 13�6 5�0 6�7 ີ ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
൘໨ѹࠟ

93 Ⅺ SK22 土師器 㡜 － ࢒2�2 （6�6） ややૈい ଟྔ ややߗ質 灰ന色 灰色׊໌ 回సφσ 回సφσ、
φσ

94 Ⅺ SK22 須恵器 坏身 （14�3） 2�4 － ややૈい ଟྔ 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ、
௜ઢ

95 Ⅺ SK22 須恵器 壺 ? － ࢒4�0 － ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰色 回సφσ 回సφσ

96 Ⅺ SK22 土師質土器 甕 （17�6） ࢒5�0 － ややૈい ଟྔ 質ߗ にͿい੺ᒵ色 にͿいᒵ色 ԣφσ ԣφσ

97 Ⅺ SK23 須恵器 坏 （11�2） ࢒3�4 － ີ ややଟい 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

98 Ⅺ SK24 土師器 坏 － ࢒1�1 （4�9） ີ গྔ ややߗ質 ԫ灰色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

99 Ⅺ SK24 土師器 㡜 － ࢒2�0 （6�0） ີ ややଟい ややߗ質 ҉灰色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
φσ

100 Ⅺ SK28 須恵器 耳皿 （9�0） 3�7 （7�0） ややૈい ଟྔ 質ߗ ໌੨灰色 ੨灰色 回సφσ 回సφσ

101 Ⅺ SK 1 土師器 甕 22�5 ࢒31�8 － ີ ଟྔ 質ߗ ᒵ色 にͿいᒵ色 ԣφσ、
έズリ

ॎϋέ、
ϔϥ記号
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102 ‡ 4% 2 土師器 ࡼ （10�2） 2�05 （3�9） ややૈい ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
੾り、൘໨ࢳ

103 ‡ 4% 2 土師器 ࡼ 11�5 2�25 5�5 ີ ややଟい 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
൘໨ѹࠟ

104 ‡ 4% 2 ന磁 ࿸ （14�9） ࢒2�9 － ややૈい ؚまない 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
灰ന色 回సφσ 回సφσ、

ϔϥφσ

105 ‡ 4% 2 土師質土器 ଍ು （20�6） ࢒5�2 － ີ ଟྔ 質ߗ 灰ԫ׊色 灰ԫ׊色 ஸೡなφσ φσޙѹさえࢦ

106 ‡ 4% 2 瓦質土器 ଍ು（٭） － ࢒13�4 － ີ ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰色 、ѹえࢦ
φσࢦ

、ѹさえࢦ
φσࢦ

107 ‡ 4% 2 瓦質土器 Ꭼു （22�0） 8�6 10�4 ૈい ଟྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 ஸೡなφσ、
7条Ꭼ໨ φσޙѹさえࢦ

108 ‡ 4% 2 瓦質土器 Ꭼു （22�8） ࢒8�0 － ີ ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 ஸೡなφσ、
7条Ꭼ໨ φσޙѹさえࢦ

109 ‡ 4% 2 瓦質土器 Ꭼു （26�0） ࢒6�4 － ૈい ଟྔ 質ߗ 黒色 ҉灰色 ஸೡなφσ、
Ꭼ໨ φσޙѹさえࢦ

110 ‡ 4% 3 土師器 㡜 － ࢒2�7 6�1 ີ ややଟい ೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

111 ‡ 4% 4 土師質土器 ଍ು － ࢒6�5 － ややૈい ଟྔ 質ߗ ԫ׊色 灰ന色 ஸೡなφσ ԣφσ、
φσޙѹさえࢦ

112 ‡ ෆ੔ܗ落ちࠐΈ 緑釉陶器 㡜  （14�2） ࢒4�0 － ີ ؚまない ややߗ質 ଻土
灰ന色

釉
緑色 回సφσ 回సφσ

113 ‡ ෆ੔ܗ落ちࠐΈ 須恵器 ᆀ （15�4） ࢒5�1 － ややૈい ଟྔ 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ

114 ‡ ෆ੔ܗ落ちࠐΈ 須恵器 小ᆵ － ࢒7�2 6�2 ややૈい ややଟい 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ ϔϥφσ  

115 ‡ ෆ੔ܗ落ちࠐΈ 土製品 土਴ 1�1ܘ ࢒2�8 0�2ܘ޸ ややૈい ଟྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 φσࢦ φσࢦ

116 ‡ ෆ੔ܗ落ちࠐΈ 土製品 土਴ 1�0ܘ ࢒4�8 0�3ܘ޸ ີ ଟྔ 質ߗ にͿい੺ᒵ色 ੺灰色 ஸೡなφσ ஸೡなφσ

117 ‡ 49 3 土師器 ᆀ － ࢒3�4 （6�0） ີ ଟྔ ややߗ質 灰色׊ 灰ന色 回సφσ 回సφσ

118 ‡ 49 6 瓦質土器 Ӌז （21�0） ࢒4�6 － ີ গྔ ややߗ質 灰色 ҉灰色 ԣϋέޙ
ԣφσ

ॎϋέޙ
ԣφσ

119 ‡ 49 6 瓦質土器 Ӌז （19�2） ࢒5�2 － ີ গྔ 質ߗ 灰色 灰色׊ ஸೡなφσ ԣφσ、
φσޙѹさえࢦ

120 ‡ แؚ૚ 須恵器 ᆀ֖ （16�7） ࢒1�6 － ີ গྔ 質ߗ ੨灰色 ੨灰色 回సφσ 回సφσ

121 ‡ แؚ૚ 須恵器 ᆀ֖ （18�1） ࢒2�5 － ີ গྔ 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ

122 ‡ แؚ૚ 須恵器 ᆀ － ࢒3�9 （5�8） ີ গྔ 質ߗ 灰色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
ϔϥ੾り

123 ‡ แؚ૚ 須恵器 ᆀ （12�0） 5�1 （6�1） ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
ϔϥ੾り、൘໨ѹࠟ

124 ‡ แؚ૚ ന磁 ࿸ （16�0） ࢒5�0 － ີ ؚまない 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
灰ന色 回సφσ 回సφσ

125 ‡ แؚ૚ 緑釉陶器 ࡼ  － ࢒1�2 － ີ ؚまない ややߗ質 ଻土
ઙԫᒵ色

釉
灰ന色 回సφσ 回సφσ

126 ‡ แؚ૚ 緑釉陶器 ࡼ  （15�0） ࢒1�6 － ີ গྔ ややߗ質 ଻土
ઙԫᒵ色

釉
灰ന色 回సφσ 回సφσ

127 ‡ แؚ૚ 緑釉陶器 㡜 － ࢒2�6 6�5 ີ গྔ ややߗ質 ଻土
ઙԫ色

釉
Φリーϒԫ色

回సφσ、
τνン跡

回సφσ、
τνン跡

128 ‡ แؚ૚ 土師器 ࡼ 7�3 1�3 6�0 ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

129 ‡ แؚ૚ 土師器 ࡼ 10�6 2�2 5�2 ີ গྔ 質ߗ 灰੺色 ໌੺灰色 回సφσ 回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

130 ‡ แؚ૚ 土師器 ࡼ （11�3） 2�7 4�1 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

131 ‡ แؚ૚ 須恵器 ࡼ （14�0） 3�0 （8�6） ີ ଟྔ 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ、
ϔϥ੾り  

132 ‡ แؚ૚ 土師器 㡜 － ࢒3�2 6�0 ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσޙ
ஸೡなφσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

133 ‡ แؚ૚ 須恵器 ᆀ 15�0 4�4 6�0 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
ϔϥ੾り、൘໨ѹࠟ

134 ‡ แؚ૚ 土師器 㡜 （14�6） 4�2 （8�6） ີ গྔ ややߗ質 ઙԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ ຏ໓

135 ‡ แؚ૚ 土師質土器 ു － ࢒7�5 （11�2） ややૈい ଟྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 φσࢦ ຏ໓

136 ‡ แؚ૚ 土師質土器 ଍ು 26�0 ࢒13�2 24�6 ີ গྔ 質ߗ ԫ灰色 ԫ灰色 ԣϋέޙ
φσ

φσ、
֨子໨タタΩ
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口ܘ 器ߴ ఈܘ ૈີ ཻ࠭ ಺面 ֎面 ಺面 ֎面

137 ‡ แؚ૚ 瓦質土器 ଍ು （26�6） ࢒17�1 （24�4） ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 黒色 ԣφσ φσ、ϋέ໨、
ѹさえࢦ

138 ‡ แؚ૚ 土製品 状٭ࢧ
土製品 ްさ4�6 ࢒11�5 － ີ গྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 ޙѹさえࢦ

φσ φσޙѹさえࢦ

139 ‡ แؚ૚ 土製品 柱状ߴ୆
෇ࡼ － ࢒3�8 5�0 ີ গྔ 質ߗ ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 ஸೡなφσ ஸೡなφσ、

回సࢳ੾り

140 ‡ แؚ૚ 土製品 土਴ 1�6ܘ ௕さ3�6 0�4ܘ޸ ີ ଟྔ 質ߗ にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 ஸೡなφσ ஸೡなφσ

141 ‡ แؚ૚ 土師質土器 大ು （53�6） ࢒11�5 － ີ গྔ 質ߗ にͿいᒵ色 灰色׊ ԣϋέޙ
φσ ԣϋέޙφσ

142 • 4#21（41429） 土師器 ࡼ （8�0） 1�4 5�2 ີ গྔ 質ߗ ୶ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

143 • 4#21（41429） 土師器 㡜 （13�0） ࢒3�5 － ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

144 • 41403 土師器 ࡼ （7�8） 1�3 （6�1） ີ গྔ 質ߗ ઙԫᒵ色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

145 • 41492 土師器 ࡼ （7�8） 1�1 （6�5） ີ গྔ 質ߗ ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、ࢳ੾り、
൘໨ѹࠟ

146 • 41435 土師質土器 ଍ು（٭） 2�6ܘ ࢒7�8 － ີ গྔ 質ߗ 灰色׊ 灰色׊ φσࢦ φσࢦ

147 • 41462 土師器 ᆀ － ࢒2�9 （7�4） ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

148 • 41475 土師器 ᆀ （10�8） 3�7 （4�1） ີ ؚまない 質ߗ にͿいᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

149 • 41475 土師器 ᆀ 12�0 4�0 6�9 ີ গྔ ややߗ質 ᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

150 • 41475 土師器 ᆀ  （12�4） ࢒2�9 － ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ

151 • 4% 6 土師質土器 ು － ࢒4�2 － ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

152 • 4% 7 土師器 ᆀ － ࢒1�3 （6�0） ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

153 • 4% 7 ੨磁 ࿸ － ࢒3�5 － ີ ؚまない 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
Φリーϒԫ色 回సφσ 回సφσ、

᭩࿇ห文

154 • 4% 8 須恵器 ᙈ － ࢒4�3 － ີ গྔ 質ߗ 灰色 灰色 ԣφσ、
ಉ৺ԁ文タタΩ

ԣφσ、
平行タタΩ

155 • 4% 8 土師器 ᆀ － ࢒2�1 5�2 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

156 • 4% 8 土師器 㡜 （16�2） ࢒4�8 － ີۃ গྔ 質ߗ 灰色 灰色 ϔϥϛΨΩ、
φσ 回సφσ

157 • 4% 8 瓦質土器 ଍ು － ࢒4�7 － ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰色 ԣϋέޙ
φσ φσࢦ

158 • 4% 8 土師質土器 ᙈ － ࢒2�6 － ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 ԣφσ ԣφσ

159 • 4% 8 須恵器 大ᙈ （30�4） ࢒6�6 － ややૈい ଟྔ 質ߗ ੨灰色 ໌੨灰色 ԣφσ、
ಉ৺ԁ文タタΩ ԣφσ

160 • 4% 8 ・12 土師質土器 ଍ು （34�6） ࢒10�8 － ີ গྔ 質ߗ ໌ԫ׊色 ໌ԫ׊色 ԣϋέޙ　
φσ ॎϋέޙφσ

161 • 4% 8 土師質土器 ଍ು（٭） 2�2ܘ ࢒14�2 1�7ܘ ີ গྔ 質ߗ にͿい੺ᒵ色 ੺灰色 ѹさえ、φσࢦ φσࢦ

162 • 4% 8 瓦質土器 ଍ು（٭） 2�2ܘ ࢒15�5 1�5ܘ ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 にͿいᒵ色 φσࢦ φσࢦ

163 • 4%12 土師質土器 ଍ು （27�0） ࢒6�4 － ີ ଟྔ ややߗ質 にͿいԫᒵ色 灰ന色 ԣϋέޙ
φσ ԣφσ

164 • แؚ૚ 土師器 㡜 － ࢒2�4 6�0 ີ ؚまない 質ߗ ୶ᒵ色 ୶ᒵ色 ஸೡなφσ 回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

165 • แؚ૚ 土師器 㡜 － ࢒2�3 5�8 ີ গྔ 質ߗ ୶ᒵ色 ୶ᒵ色 ஸೡなφσ 回సφσ、
φσ

166 • แؚ૚ 瓦質土器 ᙈ （24�8） ࢒4�3 － ີ ଟྔ ややߗ質 ҉灰色 ҉灰色 平行タタΩޙ
ԣφσ ԣφσ

167 • แؚ૚ උ前ܥ陶器 ᙈ － ࢒6�0 － ີ গྔ 質ߗ 灰色 灰色 ԣφσ ԣφσ

168 • แؚ૚ 土師質土器 ଍ು （27�8） ࢒11�8 － ີ গྔ 質ߗ 灰ԫ׊色 灰ԫ׊色 ԣφσ ԣφσ、
平行タタΩ

169 • แؚ૚ 土製品 土਴ 1�1ܘ ௕さ3�5 0�4ܘ޸ ີ গྔ 質ߗ にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 φσࢦ φσࢦ

170 • แؚ૚ 土製品 土਴ 1�6ܘ ௕さ3�2 ܘ޸
0�4～0�5 ີ ややଟい 質ߗ 灰ԫ׊色 灰ԫ׊色 φσࢦ φσࢦ
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番号 地۠ 遺構 種別 器種
法 （ྔᶲ）（෮ݩ஋） ଻土

ম成
色調 調੔

口ܘ 器ߴ ఈܘ ૈີ ཻ࠭ ಺面 ֎面 ಺面 ֎面

171 ⁧ 4#27（41603） 土師器 㡜 （15�3） ࢒3�9 － ີ গྔ 質ߗ 灰ԫ׊色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

172 ⁧ 4#27（41603） 土師質土器 ು （21�4） ࢒11�8 － ີ ଟྔ 質ߗ 灰׊色 にͿいᒵ色 ԣϋέޙφσ ԣϋέޙφσ、
ϔϥφσ

173 ⁧ 4#27（41604） 土師質土器 ು （34�4） ࢒11�3 － ૈい ଟྔۃ 質ߗۃ 灰׊色 灰色׊ ஸೡなϔϥφσ ޙѹさえࢦ
ԣφσ

174 ⁧ 4#27（41665） 土師器 ᆀ （12�2） 4�1 （4�2） ີ গྔ ややߗ質 灰ന色 ୶ᒵ色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

175 ⁧ 4#27（41665） 土師器 ᆀ （15�0） 5�3 （6�1） ີ গྔ ややߗ質 灰ന色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ

176 ⁧ 4#27（41665） 土師器 㡜 （17�0） 5�6 （5�9） ີ ଟྔ ややߗ質 ୶ᒵ色 ୶ᒵ色 回సφσ 回సφσ、
回సࢳ੾り

177 ⁧ 41565 土師器 ࡼ 7�6 1�3 5�1 ີ গྔ 質ߗ 灰׊色 灰色׊ 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

178 ⁧ 41565 土師器 ࡼ （7�9） 1�3 （5�3） ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

179 ⁧ 41565 東೻ܥ須恵器 ു － ࢒4�4 － ີ গྔ 質ߗ 灰色 灰色 ԣφσ ԣφσ

180 ⁧ 41566 土師器 ࡼ 8�6 1�5 5�8 ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

181 ⁧ 41566 土師器 ࡼ 8�7 1�4 5�8 ີ ややଟい ややߗ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ、     
φσ

回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

182 ⁧ 41571 土師器 ࡼ （8�8） 1�5 （6�0） ີ ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

183 ⁧ 41585 土師器 ࡼ 7�9 1�4 5�2 ີ ややଟい 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
੾り、൘໨ѹࠟࢳ

184 ⁧ 41606 土師器 ࡼ 7�5 1�4 4�7 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

185 ⁧ 41622 土師器 ࡼ 8�1 1�7 5�3 ີ ややଟい 質ߗ にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ、     
φσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

186 ⁧ 41621 土師器 ᆀ （16�0） 4�7 （6�7） ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、     
ஸೡなφσ

回సφσ、
੾りࢳ

187 ⁧ 41621 土師器 㡜 （16�7） 5�5 7�0 ີ ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、     
ஸೡなφσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

188 ⁧ 41649 土師質土器 Ӌז （29�2） 5�7 － ີ ややଟい 質ߗ 灰׊色 にͿいᒵ色 ԣϋέ ޙѹさえࢦ
ԣφσ

189 ⁧ 41680 土師器 ᆀ － ࢒2�2 7�2 ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、     
φσ

回సφσ、
回సࢳ੾り

190 ⁧ 41680 土師器 ᆀ － ࢒2�0 6�5 ີ গྔ 質ߗ ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、     
φσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

191 ⁧ 41698 土師器 㡜 15�8 4�9 7�4 ີ গྔۃ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、     
ஸೡなφσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

192 ⁧ 41699 土師器 ᆀ － ࢒1�3 3�9 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 にͿいᒵ色 回సφσ ຏ໓

193 ⁧ 4,33 土師器 ᆀ 11�4 3�9 7�1 ີ গྔ 質ߗ にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ

194 ⁧ 4,33 土師器 ᆀ （11�6） 3�5 6�2 ີ গྔ ややߗ質 灰ന色 ઙԫᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

195 ⁧ 4,33 土師器 ᆀ 11�3 3�9 5�2 ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 ઙԫᒵ色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

196 ⁧ 4,33 土師器 㡜  － ࢒3�1 － ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

197 ⁧ 4,33 土師器 㡜 － ࢒2�0 （7�6） ີ গྔۃ ややߗ質 灰ന色 ઙԫᒵ色 ຏ໓ ຏ໓

198 ⁧ 4,33 土師器 㡜 － ࢒2�2 （7�8） ີۃ গྔ ややߗ質 灰ന色 灰ന色 ຏ໓ ຏ໓

199 ⁧ 4,33 土師器 㡜 － ࢒1�3 7�2 ີ ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

200 ⁧ 4,33 土師器 㡜 － ࢒2�1 7�8 ີ ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
φσ

201 ⁧ 4,33 土師器 㡜 － ࢒2�2 9�1 ີ ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
φσ

回సφσ、
φσ

202 ⁧ 4,33 土師器 㡜 － ࢒3�0 7�3 ີ ؚまない 質ߗ ઙԫᒵ色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

203 ⁧ 4,33 土師器 㡜 15�0 5�4 7�9 ີ ؚまない 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
ஸೡなφσ

回సφσ、
φσޙ੾りࢳ

204 ⁧ 4,33 土師質土器 ᙈ （22�6） ࢒6�2 － ややૈい ଟྔۃ 質ߗ 灰ന色 ઙԫᒵ色 ϔϥφσ ԣφσ
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番号 地۠ 遺構 種別 器種
法 （ྔᶲ）（෮ݩ஋） ଻土

ম成
色調 調੔

口ܘ 器ߴ ఈܘ ૈີ ཻ࠭ ಺面 ֎面 ಺面 ֎面

205 ⁧ 4,33 土師質土器 ᙈ （22�4） ࢒9�1 － ややૈい ଟྔ 質ߗ ଻土
灰ന色

釉
緑色

ԣϋέޙ、
ԣφσ

ԣφσ
一部に釉෇ண

206 ⁧ 4,33 土師質土器 ᙈ （18�6） ࢒9�8 － ີ ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 ԣφσ ԣφσ

207 ⁧ 4,33 土製品 τνンࠥࡾ ܘ
1�1ʷ1�2

௕さ
࢒5�0 － ີ ؚまない 質ߗ ଻土

ઙԫᒵ色
釉

҉Φリーϒ色 φσࢦ φσࢦ

208 ⁧ 4,33 土製品 τνンࠥࡾ ܘ
1�2ʷ1�0

௕さ
࢒2�8 － ີ ؚまない 質ߗ ଻土

灰ന色
釉

Φリーϒ色 φσࢦ φσࢦ

209 ⁧ 4,33 土製品 τνンࠥࡾ ܘ
1�1ʷ1�2

௕さ
࢒6�2 － ີ ؚまない 質ߗ ଻土

灰ന色
釉

Φリーϒ׊色 φσࢦ φσࢦ

210 ⁧ 4,34 土師器 㡜 （13�0） 5�3 6�9 ີ ଟྔ 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、
ஸೡなφσ

回సφσ、
φσ

211 ⁧ 4,34 土師器 㡜 （14�8） 5�0 （7�2） ૈい ଟྔ 質ߗ 灰ԫ׊色 にͿいԫᒵ色 回సφσ、
ஸೡなφσ

回సφσ、
φσ

212 ⁧ 4%14 瓦質土器 ು － ࢒5�7 － ີ গྔ 質ߗ 灰ന色 灰ԫ色 ԣϋέ、
ԣφσ

ԣϋέޙ
ԣφσ

ද３ɹ出土ੴ੡඼࡯؍ද

番号 地区 遺構 種別 最大長
（cm）

大෯࠷
（DN）

大ް࠷
（DN）

重ྔ
（̶） 石ࡐ

222 ‡ 41352 玦状耳飾 3�4 ࢒2�8 0�4 6�6 ᠴਯ  

223 ⁧ แؚ૚ 玦状耳飾 ࢒2�5  ࢒1�6 0�5 2�7 石׈

224 ‡ แؚ૚ 石ଳ ࢒2�6 ࢒2�2 0�7 8�9 黒色೪൘ؠ

225 • แؚ૚ ፏ平片ਕ石ි ࢒4�8 2�6 0�8 21�0 ૚灰ܥؠ

226 ‡ 41106 ຏ製石ි 9�8 4�2 2�2 142 ҆山ܥؠ

227 • แؚ૚ ຏ石 10�4 9�7 5�7 834 Ֆቋؠ

228 Ⅹ 包含層 石鍋 (14.2) ࢒7�3 － － 石׈

229 • 包含層 石鍋 (24.8) ࢒3�2 － － 石׈
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ௐࠪ੒Ռʹ͍ͭͯ
　今回の発掘調査では、古代～中世を中৺とする遺構・遺物を確認することができた。ޙ࠷にこれら

の成ՌについてまとΊ、एׯの考࡯をՃえたい。

　まͣ、遺構についてであるが、掘立柱建物跡を33棟෮ݩすることができた。このうち柱穴からの出

土遺物などから年代をਪఆできるものがあり、4# ３･14･19は古代、4# １･ ̓･15･16･27は中世にൺ

ఆできる。શてに当てはまる༁ではないが、棟ํ޲が東西を޲き、ن໛がൺֱ的大きな建物が古代に、

棟ํ޲が南北を޲き、ن໛がൺֱ的小さな建物が中世の所࢈としてଊえられͦうであり、աڈの調査

成Ռとも੔߹ੑをもつ。この΄かの遺構としては、土坑が確認されているが、ͦの΄とんどがഇغ土

坑であると考えられる。こうした中にあͬて、ম土մがまとまͬて検出された 4,14は、࿍としての

機ೳを༗していたՄೳੑもある。

　次に遺物についてであるが、今回の調査では、ྑ޷な土坑一ׅ資料には恵まれなかͬたものの、ͦ

うした状گԼにあͬても、 地۠の 4,33からは土師器ᆀ（193～195）、㡜（177～203）、ᙈ（204～

半代にൺఆできる遺ޙτνン（207～209）といͬた૊成を確認することができた。10世紀ࠥࡾ、（206

物܈であろう。また、4,34では、ਤ28ɿ210･211にࣔしたΑうな土師器㡜と、Ԇت௨ሟのڞ൐関܎を

確認することができた。Ԇت௨ሟのॳ鋳は907年であるので、গなくともこうしたܗ態をఄする土器

の年代は10世紀ॳ಄を遡らないことが確認できる。Ԇت௨ሟとڞ൐する土器܈については、平成̔年

౓の調査でも確認されているが（ᶚ地۠ 4,08）、ಔ銭ࣗ体の࢒ଘ状گがѱいたΊ、確実な事ྫとは

言えなかͬた。૬ର的な土器編年に実年代を෇༩するにあたり、貴重な資料を得たと言えΑう。

　また、遺跡の中৺時期からは֎れるが、‡地۠で出土した縄文時代の玦状耳飾、古墳時代の土師器

ᙈは特චす΂き資料である。玦状耳飾は̎点確認されており、ͦのうち１点（ਤ29ɿ222）は୶緑色の

ඒしい色調であり、ᠴਯにۙい石ࡐが༻いられている。玦状耳飾は県Լでは、Լ関市ٶϊ原遺跡、ಉ

市௕໳ࠃ府跡、௕໳市Ӎޤ୆遺跡、Ӊ部市月࡚遺跡などで出土しているが、こうしたॾ事ྫとൺֱし

ても、今回得られた資料は石ࡐ的に༏品である。

　古墳時代のᙈについては、ͦの出土状گからΈて、୯にഇغされたというΑりは、Կらかのҙਤを

もͬて埋置されていたと考える΄うがଥ当であろう。資料ࣗ体もݞ部にϔϥ記号をࢪし、一ൠ的な日

ৗ土器とは一ઢをըすଘ在であり、この地でԿらかのࡇ᛾的行ҝがࣥり行Θれていたことを૝૾する

ことができる。たͩし、東禅寺・黒山遺跡におけるաڈの調査では、古墳時代の遺構・遺物はશく確

認されていないたΊ、今回の事ྫをいかなる຺བྷでղऍす΂きか൑断が೉しい。

͍ͯͭʹߔഉਫڎ҉
　今回の調査にΑͬて、ᶠ地۠（ਤ൛３ɿԼஈ）や 地۠（ਤ൛14ɿӈԼ）にݟられるΑうな᛽石をॆ

రした溝と、•地۠（ਤ൛12ɿ中ஈ）のΑうなଆ面からఈ面にかけて࡫やૈᐗをషり෇けた溝が検出

された。いͣれも埋土は୯一૚で΄とんど遺物をؚまͣ、地山にࣅࠅする土質であͬた。

　溝に᛽石やদの໦をॆరする҉ڎഉ水溝は、文੓ （̑1822）年に大蔵Ӭৗが著したh ೶۩ศར࿦ 中ʱ

にも記ࡌされているが、ઔのࠎを։いたΑうなܗに溝を਺ຊ掘り、溝が集中する基部にഉ水口を設け
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ているので、今回検出されたഉ水溝のෑ設ܗ態とはҟなる。

　ͦこで水田ഉ水のྺ࢙を調΂た݁Ռ、໌࣏ॳ期ࠒまでにはຊڎにରしてڎࢧを௚֯に設けるํ法が

考えられており、さらに෌田式҉ڎഉ水とݺ͹れるഉ水法があることを確認した。考Ҋ者の෌田ਙ平

（1848～1927）は໌࣏̔（1875）年、۽ຊ県で地ેվਖ਼୲当༻ֻに೚໋され、֤村の土地等ڃのܾఆ

೚຿中に、ܣ൞が接しているにもかかΘらͣ水田の等ڃに著しくࠩҟがあることにؾ෇き、ͦの原因

は࣪田の地Լ水に基づいていることを認ࣝした。ͦこで、大蔵Ӭৗの҉ڎ഑置法をࢼΈたがෆඋであ

ることを発ݟし、ͦのޙ、ಠࣗの҉ڎ഑置の原ଇを確立した。このۀ੷にΑͬて෌田はࣛࣇౡ県೶ۀ

ಋをおこなͬた。さらに໌࣏32（1899）ࢦഉ水の८回ڎ師としてটᡈされ、県Լの೶事վྑ、ことに҉ڭ

年には山口県೶ۀ८回ڭ師・ٕ師となり11年間山口県಺の೶事վྑをすすΊ、特に土৕のഉ水཰をߴ

Ί୷水田をס田にすることを໨的としたഉ水事ۀをおこない、ͦの実੷はண೚３ޙ年間で500町าに

、͹れる構଄をվྑしݺとށできる෌田考Ҋのཹ井׵をഉ水溝からᕲᕱ溝にมڎんでいる。また҉ٴ

໌࣏36年に水
すい

ᮙ
こう

土؅を考Ҋした。ちなΈにこの水ᮙ土؅を࠷ॳに࡞ࢼしたのは、ࠤ೾܊ໂྱ村（ݱ防

府市ໂྱງӽ）のٶຊ（土؅）

৔である。この土؅につい޻

ては、地ݩの年഑者からも昭

࿨の中ࠒまで࢖༻されていた

とฉきٴんでいる。

　今回の調査ではཹ井ށや水

ᮙ土؅が検出されていないた

Ί、検出された溝が෌田式҉

ഉ水溝であると໌言はできڎ

ない。今ޙの発掘調査にΑͬ

て、యྫܕが検出されること

を期଴したい。なお、ਤ30にࣔした෌田式҉޻ڎ事༻ྫは、໌࣏期における҉ڎഉ水溝のࢦඪとして

঺հした。

著　hڞ ɿ෌田ਙ平・建໺ อݙ考文ࢀ ෌田式҉ڎഉ水法 　ɦ۽ຊ県 ৼ೶ؗ　໌࣏39（1906）年

੷－ʯ　hۀഉ水ٕज़の確立－෌田ਙ平のڎར༤　ʮ؆қ҉্ߐ　　　　　 日ຊ೶ۀ発ୡ࢙ 　ɦ第̐巻

　　　　　昭࿨29（1954）年

　　　　　須ʑ田ᴈ٢ʮ෌田式҉ڎഉ水法ʯղ୊　　h ໌࣏೶書શ集 　ɦ11巻　昭࿨60（1985）年

図30ɹ෌ాࣜ҉ํࣄ޻ڎ๏

蹄形土管敷法 丸太敷法 束竹敷法 三角形箱敷
及び平石敷法

円形土管敷法

小石敷法２ 柴敷法２ 方形箱敷
及び平石敷法

小石敷法１ 柴敷法１

耕土

盤土

粗朶
ワラ

柴
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౦ષࣉɾࢁࠇ遺੻出土ۚଐ੡඼ͷ෼ੳ

財団法人ڵݩ寺文化財ڀݚ所 川ຊࡾߞ
̍ɽ෼ੳର৅
　東禅寺・黒山遺跡出土古銭（/P� １、/P� ̎）̎点（ਤ１）
̎ɽ෼ੳ಺༰
。ઢ෼ੳ૷置（93'）を༻いて、ఆੑ成෼෼ੳを行ͬた̭ޫܬ　
３ɽثػ༺࢖
　（１）ΤωϧΪー෼̭ޫܬܕࢄઢ෼ੳ૷置（93'）̡ 4** φϊςΫϊϩδー 4E"5230ʳ
ઢを検出することにΑ̭ޫܬ༗のݻૉにݩ料から์出される֤ࢼにࡍ料のඍ小ྖ域に̭ઢをরࣹし、ͦのࢼ　　　

りݩૉをಉఆする。
　　　ଌఆは大ؾ中でП1�8NN のコリϝータを༻い、45L7 の؅ిѹで300ඵ間行ͬた。この条݅は大ؾ中でΧϧシ΢

Ϝ（$B）Αり重いݩૉを検出できる。なお、̭ઢターήοτはϞリϒσン（.P）である。
　（̎）ϚΠΫϩεコーϓʲϋΠϩοΫε ,)－1300ʳ
４ɽ݁Ռͱ࡯ߟ
　東禅寺・黒山遺跡出土古銭2点（/P�1、/P�2）はද面のࡉかい଄ܗがࣦΘれるなどྼ化が࡯؍された（ਤ１）。
　/P� １はܗ׬で、੨ന色のද面を 93' で෼ੳしたところԖ（1C）をڧく検出したଞに、మ（'F）、ಔ（$V）、ώ
ૉ（"T）、ۜ （"H）、εズ（4O）を検出した（ਤ３）。/P� ̎にはܽଛがあり、஡色いද面を 93' で検出したところ、
΄΅ಉ༷の෼ੳ݁Ռを得た（ਤ̐）。次に、/P� ̎のഁ断面をϚΠΫϩεコーϓで֦大࡯؍した（ਤ̎）ところ、
ਊの部෼にはද面とൺ΂て݈શとࢥΘれる੨緑色の部෼があͬたたΊ、このഁ断面を 93' で෼ੳしたところಔと
Ԗをڧく検出した（ਤ̑）。
औせͣ遺物をͦのまま࠾料をࢼ　 93' でଌఆするख法ではͦのද面しか෼ੳできないので、土中で周ลڥ؀のӨ
。をडけてม化している古銭ද面の෼ੳ݁Ռは、ຊདྷとはҟなるかも஌れないことを考ྀしなくてはいけないڹ
　この̎点の古銭のද面෼ੳではԖをڧく検出したたΊԖ銭であるとࢥΘれたが、/P� ̎についてはഁ断面の෼ੳ
の݁Ռ、ಔとԖをڧく検出したたΊಔやԖ等の߹金製のՄೳੑがあͬた。また、మをややڧく検出した（ਤ̐）こ
とから、஡色いද面色はమ成෼༝དྷのՄೳੑが考えられた。（஫ɿ古銭 /P� １は実ଌਤ213、古銭 /P� ̎は実ଌਤ214にରԠ）

̑ɽ෼ੳσʔλ

図̍ɹ౦ષࣉɾࢁࠇ遺੻出土ݹમʢࠨɿ/P̍ɺӈɿ/P̎ʣͱͦͷ෼ੳՕॴ

A B

C

図̎ɹ/P�2ɹݹમഁஅ໘図ͷ拡大૾ͱͦͷ෼ੳՕॴ

C
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ʦ/P� મʧݹ̍

図３ɹ/P� મ෼ੳՕॴͷ"ͷ93'εϖΫτϧݹ̍

図４ɹ/P� મ෼ੳՕॴ#ͷ93'εϖΫτϧݹ̎

図̑ɹ/P� મ෼ੳՕॴ$ʢഁஅ໘ʣͷ93'εϖΫτϧݹ̎

ʦ/P� મʧݹ̍

ʦ/P� મʧݹ̍

6.60×4.95mm
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ふ り が な
所収遺跡名

ふりがな
所 在 地

コ　ー　ド 北緯
°　′　″

東経
°　′　″ 調査期間 調査面積

㎡ 調査原因
市町村 遺跡番号

東
とう

禅
ぜん

寺
じ

・　
黒
くろ

山
やま

遺
い

跡
せき

Ⅵ
山
やま

口
ぐち

県
けん

山
やま

口
ぐち

市
し

大
おお

字
あざ

鋳
す

銭
ぜん

司
じ

35203 34°5′1″ 131°26′49″20100526

～

20101105
3,640㎡ 遊水池建設

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

東禅寺・　
黒山遺跡Ⅵ

集落跡 古　代

～

中　世

掘立柱建物 33棟
溝状遺構 18条
土坑 34基
柱穴約 1,800個

土師器
須恵器
土師質土器
瓦質土器
黒色土器
緑釉陶器
灰釉陶器
磁器
石器 ･ 石製品
金属製品

要約

　東禅寺・黒山遺跡は、古代から中世の時期を主体とする集落遺跡であり、今回の発掘
調査でも９世紀以降と考えられる掘立柱建物跡や、土坑等の遺構を確認することができ
た。こうした遺構の一部は９世紀前半に設置された周防鋳銭司と年代的にも接点をもつ
ものと考えられ、古代における鋳銭活動の実態を追求していくうえでも貴重な資料と言
える。
　また、今回の調査では縄文時代の玦状耳飾や古墳時代の土師器甕など、古代を遡る時
期の遺物を検出することができた。周防鋳銭司設置以前の当地域を考えるうえで、断片
的ながらも重要な資料を得たと言えるであろう。
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